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◆突然死の原因 

脳血管疾患 

呼吸器疾患 

消化器疾患 

心臓病 心臓病 

急性心筋梗塞 

不整脈 

心筋症 

など 

ぽっくり病 

突
然
死
と
は
、
健
康
そ
う
に
見
え
て

い
た
人
が
あ
る
日
突
然
急
死
し
て
し
ま

う
”予
期
し
な
い
死
“の
こ
と
で
、
医
学

的
に
は
、「
発
症
か
ら
24
時
間
以
内
に
死

亡
す
る
も
の
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
、

重
篤
な
不
整
脈
、
心
筋
症
な
ど
の
心
臓

病
に
よ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
ま
す

が
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど
の
脳
血
管
疾

患
や
気
管
支
喘
息
な
ど
の
呼
吸
器
疾

患
、
原
因
不
明
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

突
然
死
の
中
で
も
、
心
臓
病
が
原
因

で
起
こ
る
も
の
を「
心
臓
突
然
死
」と
い

い
ま
す
。
発
症
か
ら
1
時
間
以
内
と
い

う
短
時
間
の
う
ち
に
亡
く
な
る
こ
と
が

多
い
た
め
、「
瞬
間
死
」と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
毎
日
約
1
0
0
人

が
心
臓
突
然
死
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ぽ
っ
く
り
病
は
原
因
不
明
の
突
然
死

で
、
不
整
脈
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
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突
然
死
の
大
半
は

心
臓
病
が
原
因
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臓
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然
死



心
臓
突
然
死
の
ほ
と
ん
ど
は
、
心
室

細
動
と
い
う
不
整
脈
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
。
心
臓
は
全
身
に
血
液
を
送
り
出

す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
室
細
動
で
は
ポ
ン
プ
で
あ

る
心
室
が
細
か
く
ふ
る
え
た
状
態
に
な

り
、
脳
に
血
液
を
送
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
た
め
、
数
分
間
続
く
と
死
に
至

り
ま
す
。
こ
う
し
た
心
室
細
動
に
よ
っ

て
心
臓
突
然
死
す
る
人
は
、
基
礎
疾
患

と
し
て
心
臓
病
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
な
か
に
は
心
臓
病
が
な
く

て
も
心
室
細
動
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

心
電
図
検
査
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的

な
検
査
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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心
臓
突
然
死
と

心
室
細
動

急性心筋梗塞

不整脈

心筋症

心臓の冠動脈が動脈硬化な
どによって狭くなり、さら
にそこに血栓が詰まると、
血流が滞って、心筋が壊死
（えし）を起こします。こう
した状態が続くと、致死的
な不整脈である心室細動が
生じたり、ショック死した
りします。

心臓の中の電気の伝わり方
の異常で、脈が飛ぶ（期外収
縮）、脈が速くなる（頻脈）、
脈が遅くなる（徐脈）など、
さまざまな種類があります。
なかでも、心室細動や心室
頻拍といった心室の頻脈性
不整脈は、心停止の原因と
なるもっとも危険な不整脈
です。また、ぽっくり病も
不整脈による突然死の一つ
です。

心臓の筋肉の病気で、心筋
が厚くなる“肥大型心筋症”
は、スポーツ中の突然死や
若い人の突然死の原因にも
なります。また“拡張型心
筋症”では、心筋が弱って
運動できず、心不全や突然
死を起こす場合があります。

突然死を起こしやすい心臓病突然死を起こしやすい心臓病

▲ 
肥大型 
心筋症 

▲
 

拡張型心筋症 



突
然
死
を
し
た
人
で
は
、
健
康
診
断

な
ど
で
異
常
が
見
つ
け
ら
れ
な
く
て

も
、
心
臓
に
何
ら
か
の
異
常
を
も
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
病
の
人

は
も
ち
ろ
ん
、
過
去
に
心
臓
病
を
患
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
、
親
族
が
突
然
死
し

て
い
る
人
な
ど
は
、
と
く
に
注
意
が
必

要
で
す
。
心
臓
病
が
な
く
て
も
、
重
篤

な
不
整
脈
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
が
ま
れ
に
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あ
り
、
そ
の
一
部
は
心
電
図
検
査
で
分

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
臓
病
の
も
と
と
な
る
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
な
ど
は
、
動
脈
硬
化
が
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
、
喫
煙
習
慣
と
い
っ
た
動
脈
硬

化
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
危
険
因
子
が

あ
れ
ば
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
リ
ス

ク
を
減
ら
す
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
も
心
臓
病
の
大

敵
で
す
。
で
き
る
だ
け
過
労
を
避
け
、

疲
労
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

〜
突
然
死
し
や
す
い
人
と
は
〜

突然死チェックリスト

過去に
心臓病を患ったことがある

心電図や胸部Ｘ線検査で
異常がある

親類に突然死した人がいる

動悸、息切れ、めまい、
失神などの症状がある

高血圧、高脂血症、
糖尿病などがある

生活が不規則

ストレスが多い

過労気味、
疲労がたまっている

心
臓
突
然
死
は
、
朝
夜
と
も
８
時
前

後
に
起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
朝
方（
起
床
後
２
時

間
く
ら
い
）は
、
安
静
に
し
て
い
た

身
体
が
活
動
を
始
め
る
た
め
、
血
圧

の
上
昇
や
自
律
神
経
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
起
こ
り
、
心
筋
梗
塞
発
症
の
ピ

ー
ク
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
布
団
か

ら
急
に
起
き
上
が
る
、
起
床
後
す
ぐ

に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
行

う
、
寝
覚
め
の
一
服
な
ど
、
心
臓
に

負
担
を
か
け
る
動
作
は
控
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夜
更
か

し
や
寝
る
前
の
過
度
の
飲
酒
も
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

”８
時
“は
魔
の
時
間
帯
！？
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健康相談

突然死はどんなときに起こりや
すいのですか？また、前兆はあ

りますか？
突然死の多くは、激しい運動中
よりむしろ、就寝中や休息・休

憩中に起こるため、予知は難しいと
いわれています（図）。
しかし、心臓突然死の原因となる
危険な不整脈などがある場合は、め
まいや息切れ、動悸などの症状が出
たり、脱力感や冷や汗が見られるこ
ともあります。さらに、失神するよ
うな場合は、大変危険です。わずか
な危険信号を見逃さず、おかしいと
思ったら迷わず医療機関を受診する
ようにしてください。

心電図に異常がなければ安心で
すか？
心臓病があっても、一度の心電
図検査では異常が現れないこと

もあります。また、健康診断などで
行う検査は、安静状態でわずか数十
秒と測定時間が短いため、その時間
内に異常が起こらなければ、不整脈
などを発見することはできません。
心電図検査には、「安静時心電図」
のほかにも、さまざまなものがあり
ます。心電計を24時間携帯して心電
図を記録し続ける「ホルター心電図」
は、日常生活のなかでいつ異常が起
こるかを調べるもので、不整脈や狭
心症の診断に役立ちます。また、階
段昇降などの運動によって心臓に負
荷をかけた状態で検査する「運動負
荷心電図」などもあります。
一度の検査で安心せず、いくつか

の心電図検査を組み合わせたり、定
期的に検査を受けることが大切です。

就寝中 
入浴中 

休息・休憩中 
排便 

歩行・階段昇降 
家事・身支度 

食事 
作業労働 
その他 

 （33％） 
 （9％）  
 （7％）  
 （5％）  
 （4％）  
 （3％）  
 （3％）  
 （3％）  
 （33％） 

図 死亡前の生活活動

（平成６年度 厚生省データより）



心
臓
は
刺
激
伝
導
系
と
い
わ
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
規
則
正
し
く
収
縮
と
弛
緩

を
繰
り
返
し
、
全
身
に
血
液
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
拍
動
の
リ
ズ
ム
を
つ
く

り
出
し
て
い
る
の
は
、
右
心
房
上
部
に
あ

る
洞
結
節
で
す
。
洞
結
節
は
電
気
刺
激
を

つ
く
る
”発
電
所
“と
し
て
の
働
き
を
す
る

場
所
で
、
こ
こ
で
発
生
し
た
電
気
が
伝
導

路
と
い
う
経
路
を
通
っ
て
心
房
へ
伝
わ
り
、

さ
ら
に
房
室
結
節
を
経
由
し
て
心
室
へ
と

伝
わ
っ
て
、
心
筋
を
収
縮
さ
せ
て
い
る
の

で
す
。

し
か
し
、
心
臓
に
お
け
る
電
気
刺
激
の

生
成
や
伝
導
に
異
常
が
生
じ
る
と
、
心
臓

の
拍
動
が
不
規
則
に
な
っ
た
り
、
極
端
に

速
く
な
っ
た
り
、
遅
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
臓
の
電
気
ト
ラ
ブ
ル
を
総

称
し
て
、「
不
整
脈
」と
い
い
ま
す
。
不
整

脈
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
な
か
に
は
動
悸
や
息
切
れ
、
め
ま

い
な
ど
の
症
状
が
強
く
、
生
活
に
支
障
を

き
た
す
も
の
や
、
将
来
的
に
心
不
全
や
脳

塞
栓
症
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
も
の
、
さ

ら
に
突
然
死
を
引
き
起
こ
す
重
篤
な
も
の

も
あ
り
、
不
整
脈
の
タ
イ
プ
に
合
っ
た
治

療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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特
集

突
然
死
は
な
ぜ
起
こ
る
？

〜
危
険
な
不
整
脈
〜

矢
野
捷
介

か
つ
す
け

先
生

心
臓
の
し
く
み
と

刺
激
伝
導
系

不
整
脈
は

心
臓
の
電
気
ト
ラ
ブ
ル

﹇
監
修
﹈
長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

循
環
病
態
制
御
内
科
学
教
授

◆心臓のしくみと刺激伝導系 
洞結節 
心臓を動かすため
の電気刺激を発生
させる発電所です。 

房室結節 
心房と心室の間にあり、
洞結節からの刺激を
心室へ中継します。 

伝導路 
電気の通り
道です。 

左心房 

左心室 

右心房 

右心室 

突
然
死
は
な
ぜ
起
こ
る
？

〜
危
険
な
不
整
脈
〜



心
臓
の
拍
動
リ
ズ
ム
で
あ
る
脈
は
、
通

常
１
分
間
に
60
〜
80
回
く
ら
い
の
速
さ
で

打
っ
て
い
ま
す
。
不
整
脈
は
、
脈
が
１
分

間
に
40
回
以
下
に
遅
く
な
る
徐
脈
と
120
回

以
上
に
速
く
な
る
頻
脈
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

徐
脈
の
な
か
で
も
、
洞
結
節
の
異
常
で

あ
る「
洞
不
全
症
候
群
」や
、
伝
導
路
に
障

害
が
起
こ
る「
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
」は
、
脈
が
極

め
て
遅
く
な
っ
た
り
止
ま
っ
た
り
し
て
心

停
止
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

頻
脈
は
、
心
臓
の
中
で
異
常
が
起
こ
る

場
所
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
心
室
で
起
こ
る
頻
脈
の
う
ち
、

心
室
が
細
か
く
け
い
れ
ん
す
る「
心
室
細

動
」は
、
も
っ
と
も
致
死
的
な
不
整
脈
で
、

心
臓
が
機
能
を
失
っ
て
血
液
を
送
り
出
せ

な
く
な
る
た
め
、
緊
急
処
置

し
な
け
れ
ば
突
然
死
し
ま

す
。
ま
た
、
心
室
の
興
奮
が

続
い
た
状
態
に
な
る「
心
室
頻

拍
」で
は
、
脈
拍
が
１
分
間

に
130
回
以
上
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
心
室
細
動
に
移
行

し
て
突
然
死
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

心
房
が
不
規
則
に
ふ
る
え

る「
心
房
細
動
」は
、
急
死
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

脳
塞
栓
症
の
原
因
と
な
る
危

険
な
不
整
脈
で
す
。「
期
外

収
縮
」で
は
、
脈
が
抜
け
た

り
、
飛
ん
だ
り
し
ま
す
。
一

拍
抜
け
る
だ
け
な
ら
心
配
あ

り
ま
せ
ん
が
、
持
続
的
に
脈

が
な
く
な
る
場
合
は
、
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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●
危
険
な
徐
脈
性
不
整
脈

洞
不
全
症
候
群
と

房
室
ブ
ロ
ッ
ク

●
危
険
な
頻
脈
性
不
整
脈

心
室
細
動
と
心
室
頻
拍

  種　類 主な症状 治　療 

  洞不全症候群 動悸、息切れ 心臓ペースメーカー 
 徐脈性不整脈 房室ブロック 脱力感、めまい 
  など 失神 

  期外収縮 動悸  
   （無症状のこともある） 

  心房粗動 動悸、胸痛 
 頻脈性不整脈 心房細動 胸部不快感 
  発作性上室性頻拍 

  心室頻拍 めまい 
  心室細動 目の前が暗くなる 
  など 失神 

不整脈の種類と自覚症状 

＊ 赤字は突然死の危険がある不整脈。 
 めまいや失神が起きた場合は、注意しましょう！ 

抗不整脈薬 

カテーテル 
アブレーション治療 

ICD 
（植え込み型除細動器） 
 



不
整
脈
治
療
の
目
的
は
、
不
整
脈
を
消

失
さ
せ
、
自
覚
症
状
を
改
善
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
不
整
脈
に
よ
る
心
臓
突
然
死
を

防
ぐ
こ
と
で
す
。

不
整
脈
の
う
ち
、
と
く
に
頻
脈
の
治
療

は
、
抗
不
整
脈
薬
に
よ
る
薬
物
治
療
が
基

本
に
な
り
ま
す
。
抗
不
整
脈
薬
は
20
種
類

以
上
あ
り
、
不
整
脈
の
発
生
原
因
や
症
状

に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。
症
状
を

緩
和
す
る
薬
、
致
死
的
な
不
整
脈
予
防
に

効
果
が
あ
り
、
長
期
予
後
の
改
善
が
期
待

で
き
る
薬
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師

の
指
示
に
従
っ
て
正
し
く
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

洞
不
全
症
候
群
、
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

の
徐
脈
性
不
整
脈
の
治
療
で
は
、
心
臓
に

人
工
的
に
電
気
刺
激
を
送
る
装
置
で
あ
る

8

不
整
脈
治
療
と

抗
不
整
脈
薬

不
整
脈
治
療
あ
れ
こ
れ

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
植
え
込
み
ま
す
。
手

術
時
間
も
１
〜
２
時
間
程
度
で
身
体
へ
の

負
担
も
少
な
く
、
日
本
で
は
毎
年
１
万
人

以
上
が
埋
め
込
み
手
術
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
頻
脈
性
不
整
脈
の
治
療
で
は
、

心
臓
に
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
挿

入
し
、
異
常
部
位
を
焼
き
切
る
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
な
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
突
然
死
の
防
止
策
と
し
て

は
、
心
室
細
動
が
起
こ
っ
て
も
自
動
的
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
く
れ
る
I
C
D

（
植
え
込
み
型
除
細
動
器
）を
体
内
に
植
え

込
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

不
整
脈
は
も
と
も
と
心
臓
病
が
あ
っ
て

起
こ
る
以
外
に
、
不
摂
生
な
生
活
習
慣
に

よ
っ
て
も
誘
発
さ
れ
ま
す
。
健
康
な
人
で

も
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
が
続

け
ば
、
心
房
細
動
な
ど
の
不
整
脈
が
出
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
は
、

不
整
脈
だ
け
で
な
く
、
心
臓
病
、
そ
し
て

心
臓
突
然
死
を
予
防
す
る
上
で
も
大
変
重

要
で
す
。
心
臓
に
異
常
が
あ
る
人
、
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
、
肥
満
な
ど
の

人
、
親
族
が
突
然
死

し
て
い
る
人
な
ど
は

と
く
に
、
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

普
段
か
ら
自
分
で

脈
を
数
え
る
習
慣
を

つ
け
て
お
く
の
も
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

突
然
死
予
防
の
カ
ギ
は

生
活
習
慣
の
改
善

不整脈の 
誘因となるもの 

食べ過ぎ 

過　労 たばこ 

ストレス 睡眠不足 

コーヒー 
アルコール 
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心
電
図
は
、
心
臓
の
中
に
電
気
刺
激
が

伝
わ
る
様
子
を
波
形
と
し
て
と
ら
え
て
記

録
す
る
も
の
で
、
波
形
の
特
徴
や
乱
れ
か

ら
、
心
臓
の
異
常
を
診
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
致
死
的
な
心
室
細
動
が
起
こ
っ

て
突
然
死
す
る
よ
う
な
人
に
は
、
危
険
な

不
整
脈
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

こ
う
し
た
不
整
脈
を
早
期
に
発
見
し
て
治

療
す
る
た
め
に
も
、
心
電
図
検
査
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

定
期
的
な

心
電
図
検
査
を

ま
た
、
不
整
脈
の
中
に
は
、
心
臓
機
能

は
正
常
で
も
心
室
細
動
を
起
こ
す
特
殊
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も

心
電
図
で
発
見
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
な
く
て
も
、
定
期
的
に

心
電
図
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

WPW症候群：ふつうなら、心房から心室に電気刺激が伝わる経
路はひとつしかありませんが、先天的に副伝導路（電気の抜け道）
をもっている人がいます。何らかの原因で正常な伝導路と副伝
導路の間を電気が旋回してしまうと、心室の収縮が早くなり、
激しい動悸が起こります。WPW症候群は数百人に1人といわれ
ています。まれに、心房細動から心室細動へ移行して突然死す
る人もいます。

QT延長症候群：心電図の波形には、P波からT波までの名前がつ
いています。QT延長症候群は、このうちQからTの終りまでの間
隔が通常より長くなるもので、心室性頻脈が起こって、心室細
動から突然死にいたることもあります。心臓そのものに構造的
な問題がない場合がほとんどで、遺伝によるところが大きいとい
われています。

QRS波： 
心室の興奮 

R

SQ

P
T

R

SQ

P
T

P波： 
心房の興奮 

T波： 
心室の興奮が 
さめる 

突然死の危険もある特殊な不整脈突然死の危険もある特殊な不整脈



インタビュー

突
然
死
が
起
こ
る
の
は
、
就
寝
中
、
入

浴
中
、
排
便
中
な
ど
、
家
庭
内
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
寝
て
い
る
間
に
注
意
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
寝
る
前
に
無
理
な
運
動
を
し
た

り
、
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
た
り
せ
ず
、
夜
更

か
し
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

熱
い
風
呂
や
長
湯
は
避
け
、
ト
イ
レ
で
は

強
く
い
き
ま
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
急
激
な
温
度
変
化
は
心
筋
梗
塞
の

引
き
金
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
風
呂
場
や

ト
イ
レ
、
廊
下
な
ど
は
、
部
屋
と
の
寒
暖

の
差
を
な
く
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

突
然
死
の
原
因
疾
患
は
、
中
高
年
以
上

で
は
心
筋
梗
塞
、
若
い
人
で
は
心
筋
症
や

ぽ
っ
く
り
病
、
小
・
中
学
生
で
は
心
筋
症

や
Q
T
延
長
症
候
群
な
ど
が
上
位
を
占
め

て
お
り
、
い
ず
れ
も
潜
在
的
に
心
臓
病
を

持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
、
心
電
図

や
心
エ
コ
ー
図
で
心
臓
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
生
活
を
送
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
ス
ト
レ
ス
は
血
圧
上

昇
や
心
拍
数
増
加
を
招
き
、
動
脈
硬
化
を

促
進
し
て
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
不
整
脈

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
と
く
に
、
競
争
心

10

突
然
死
の
予
防
と

”も
し
も
“の
と
き
の
対
処
法

突
然
死
の
予
防
と

”も
し
も
“の
と
き
の
対
処
法

国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

心
臓
血
管
内
科
医
長

鎌
倉
史
郎
先
生
に
聞
く

昨
日
ま
で
元
気
だ
っ
た
人
を
”青
天
の
霹
靂
へ
き
れ
き

“の
よ
う
に
襲
う
心
臓
突
然
死
。
自

覚
症
状
が
な
く
、
予
知
は
大
変
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
突
然
死
の
引

き
金
と
な
る
心
臓
病
は
、
生
活
習
慣
な
ど
の
改
善
に
よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
突
然
死
を
し
な
い
た
め
、
そ
し
て
、
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
う
か
が
い
ま
し
た
。

突
然
死
を
防
ぐ
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け

れ
ば
よ
い
で
す
か
？

突
然
死
の
原
因
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
？



突然死を防ぐには、 
定期的な健康診断と生活習慣の改善を！ 

・規則正しい生活 

・バランスの良い食事 

・たばこは吸わない 

・アルコールをとり過ぎない 

・ストレスをためず、十分な休息を取る 

・生活習慣病（高血圧、高脂血症、糖尿病など）の早期発見、治療 

・定期的に心電図検査を受ける 

・動悸やめまいなどの症状があれば早めの受診を 

鎌倉　史郎（かまくら・しろう） 
 
１９７６年三重大学医学部卒業。同年
大阪大学附属病院研修医、７７年淀
川キリスト教病院内科医員、７８年
国立循環器病センター心臓内科レ
ジデント、８１年同医員を経て、９１
年より現職。 
主な研究テーマは、不整脈、臨床
電気生理学、体表面電位図ほか。 

運
動
を
行
う
よ
う
な
人
は
、
心
臓
に
異
常

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
あ
ら
か
じ
め
運

動
負
荷
心
電
図
検
査
な
ど
を
受
け
て
、
自

分
に
適
し
た
運
動
量
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

心
停
止
の
直
接
的
な
原
因
は
、
心
室
が

け
い
れ
ん
し
て
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が

失
わ
れ
る
”心
室
細
動
“と
い
う
不
整
脈
で

す
。
心
室
細
動
発
生
か
ら
1
分
毎
に
救
命

率
が
1
割
下
が
る
と
い
わ
れ
、
い
か
に
早

く
治
療
を
施
す
か
が
救
命
の
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
倒
れ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

意
識
が
あ
る
か
ど
う
か
呼
び
か
け
、
意
識

が
な
け
れ
ば
気
道
を
確
保
、
呼
吸
も
な
け

れ
ば
人
工
呼
吸
2
回
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

15
回
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
、
救
急
車
が
来

る
ま
で
続
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
医
師
や
救
急
救
命
士

だ
け
に
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）が
、
2
0
0
4

年
７
月
か
ら
緊
急
時
に
は
一
般
の
人
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
A
E

D
は
、
心
臓
の
け
い
れ
ん
を
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
っ
て
除
去
す
る
装
置
で
、
今
後
、

駅
や
空
港
、
学
校
な
ど
へ
の
配
備
が
進
め

ば
、
心
臓
突
然
死
か
ら
多
く
の
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

11

ス
ポ
ー
ツ
中
に

突
然
死
す
る
こ
と
は

多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

で
は
、
目
の
前
で
急
に

人
が
倒
れ
た
ら
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
す
か
？

や
責
任
感
が
強
く
、
せ
っ
か
ち
で
攻
撃
的

な
性
格
の「
A
型
行
動
パ
タ
ー
ン
」の
人
は
、

心
筋
梗
塞
に
な
る
確
率
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
水
泳
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
中
に
突
然
死
を
起
こ
す
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
潜
在
的
に
心

臓
病
の
あ
る
人
に
、
運
動
と
い
う
負
荷
が

か
か
る
た
め
起
こ
る
も
の
で
す
。
激
し
い



昔
か
ら
医
食
同
源
と
い
う
言
葉
が
あ

り
、
病
気
を
治
す
の
も
食
事
を
す
る
の
も
、

生
命
を
養
い
健
康
を
保
つ
た
め
で
、
そ
の

本
質
は
同
じ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

古
い
時
代
の
お
茶
は
一
般
的
な
飲
み
物

と
い
う
よ
り
も
、
仙
薬
思
想
か
ら
不
老
長

寿
の
薬
と
崇
め
ら
れ
て
い
た
時
代
が
長
か

っ
た
よ
う
で
す
。
従
っ
て
、
奈
良
・
平
安

時
代
の
遣
唐
使
や
天
台
宗
の
開
祖
・
最
澄

さ
い
ち
ょ
う

が
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
お
茶
は
宮
廷
を

中
心
に
法
会
ほ
う
え

の
饗
宴
の
ほ
か
、
薬
用
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
今
か
ら
８
０
０
年
前
に
禅

僧
・
栄
西
え
い
さ
い

が
再
度
入
国
し
た
中
国
・
宋そ
う

か
ら

茶
種
を
持
ち
帰
り
、
京
都
・
鎌
倉
を
基
盤

と
し
た
新
し
い
一
大
宗
派
と
し
て
禅
宗
を

築
く
と
と
も
に
、
お
茶
の
普
及
に
も
努
め
、

貴
族
社
会
で
し
か
飲
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

お
茶
を
武
家
社
会
ま
で
広
め
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

頼
朝
の
二
男
で
鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
と

な
っ
た
源
実
朝
さ
ね
と
も

の
二
日
酔
い
を
お
茶
で
治

し
た
と
い
う
記
事
が「
吾
妻
鏡
」に
あ
り
、

こ
の
時
臨
済
宗
の
開
祖
・
栄
西
が
将
軍
に

併
せ
て
呈
上
し
た
の
が『
喫
茶
養
生
記

き
っ
さ
よ
う
じ
ょ
う
き

』の

原
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
冒
頭
に
は
、「
一
に
肝
の
臓
は
酸

味
を
好
む
。
二
に
肺
の
臓
は
辛
味
を
好
む
。

三
に
心
の
臓
は
苦
み
を
好
む
。
四
に
脾
の

臓
は
甘
味
を
好
む
。
五
に
腎
の
臓
は
鹹
味
か
ん
み

（
塩
辛
い
味
）を
好
む
。」と
あ
り
、
つ
い
で
、

辛
・
酸
・
甘
・
鹹
の
四
味
は
日
常
の
食
事
で

食
べ
る
が
、
苦
み
は
常
に
あ
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
、
心
臓
は
い
つ
も
弱
く
て
、
病

を
起
こ
し
や
す
い
。
こ
の
苦
み
や
渋
み
を

含
む
お
茶
を
喫
す
る
と
心
臓
は
強
く
な
り

病
も
な
く
な
る
と
説
い
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
茶
道
と
い
う
独
特
の
文
化
を

作
り
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
が
、
煎
茶
が
日

常
茶
飯
の
飲
み
物
に
な
っ
た
の
は
江
戸
前

期
、
中
国
・
明
の
福
建
省
か
ら
隠
元
い
ん
げ
ん

禅
師

が
来
朝
し
て
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
ほ
か
お
茶

の
葉
に
お
湯
を
直
接
注
い
で
飲
む
方
式
を

伝
え
、
こ
れ
が
日
本
人
の
喫
茶
法
と
し
て

定
着
し
た
よ
う
で
す
。
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山
中
湖
ク
リ
ニ
ッ
ク
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
長
　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

川
田
志
明
先
生

心
臓
病
の
今
昔
余
話

心
の
臓
は
苦
み
を
好
む

（
西
暦
１
２
１
４
年
）

仙
薬
思
想

仙
薬
思
想

将
軍
実
朝
の
宿
酔

将
軍
実
朝
の
宿
酔

お
茶
の
成
分
と
効
能

お
茶
の
成
分
と
効
能

３



日本心臓財団のセカンドオピニオン

13

現
在
、
お
茶
の
効
能
と
し
て
は
、
苦
み

渋
み
成
分
の
タ
ン
ニ
ン
に
含
ま
れ
る
カ
テ

キ
ン
に
は
動
脈
硬
化
予
防
作
用
が
あ
り
、

フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル
に
は
血
管
壁
強
化
作
用
、

ギ
ャ
バ
に
は
血
圧
降
下
作
用
、
そ
し
て
カ

フ
ェ
イ
ン
に
は
冠
拡
張
、
利
尿
作
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
栄
西
の
述
べ
た

効
用
が
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

日本心臓財団では、心臓病や循環器疾患の患
者様とご家族のために、「セカンドオピニオ
ン」をご提供しております。主治医の説明だ
けでなく、ほかの医師の意見も聞き、納得し
て治療を受けたいという方々の疑問や悩みに
ついて、お答えいたします。ご質問は、患者
様ご本人かそのご家族の方に限らせていただ
きます。

詳しくは、
インターネットのホームページをご覧ください。

◆ご意見、ご感想をお寄せ下さい。
〒１００－０００５
東京都千代田区丸の内３－４－１新国際ビル８３５区－Ａ
TEL.０３（３２０１）０８１０ FAX.０３（３２１３）３９２０

財団法人 日本心臓財団「健康ハート」編集部

日本循環器学会と日本心臓財団は
AEDの普及拡大に取り組んでいます
～ あ な た は 、 愛 す る 人 を 救 え ま す か ？ ～

２００４年７月、厚生労働省は一般の人にも緊急時にお
ける自動体外式除細動器（AED）の使用を認め、各都
道府県に通知しました。日本では、毎日１００人近くが
心疾患による突然死で亡くなっており、その多くは、
心室細動が原因であるといわれています。電気ショ
ックを与えることで心室細動を止めるAEDの使用が、
一般の人達にも拡大したことで、救命率アップにつ
ながると期待されています。

“まず、AED”

上記ロゴはAEDがある
場所を示しています。

AEDさえあれば、心室細動は「私
たちでも救うことができる心臓
病」です。しかし、除細動が１分遅
れるごとに救命率が１０％減少し
ます。倒れている人の意識と呼吸
がなければ、すぐ「AED！救急車！」
と叫びましょう。一刻も早くが救
命のカギになります。

http://www.jhf.or.jp

http://www.jhf.or.jp


今
朝
、 

駅
で
心
臓
発
作
で 

倒
れ
た
人
を 

見
ま
し
た
よ
！ 

 

み
ん
な 

オ
ロ
オ
ロ 

す
る
ば
っ
か
り
で 

何
も 

で
き
な
く
て
…
!! 
 

私
も 

心
臓
病 

な
の
で
、 

い
ざ
と
い
う 

と
き
心
配 

な
ん
で
す
よ
!! 

 

倒
れ
た
人
を 

見
た
ら
ま
ず 

救
急
車
、 

そ
れ
か
ら 

心
肺
蘇
生
で
す
!! 
 

こ
れ
が 

実
物
よ 

 そ
し
て 

今
後
普
及
が 

期
待
さ
れ
て 

い
る
の
が 

Ａ
Ｅ
Ｄ
※ 

で
す
！ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
!?
　 

な
ん
で
す
か 

こ
の
機
器
は
？ 

 

自
動
体
外
式 

除
細
動
器 

の
こ
と 

で
す
よ 
 

突
然
死
の
原
因 

と
な
る
心
室
細
動
を 

電
気
シ
ョ
ッ
ク
に 

よ
っ
て
除
去
す
る 

装
置
で
す
。 

倒
れ
て
か
ら
３
分
以
内
に 

除
細
動
を
行
え
ば
、 

４
人
の
う
ち
３
人
は
助
か
る
と 

い
わ
れ
て
い
ま
す
！ 

  

救
急
車
が 

到
着
し
て 

か
ら
で
は 

遅
い
の
ね 

救命率 
 

100

75 
 
50 
 
25 
 

時間 
 

3 6 9（分） 

（%） 

※　AED：Automated External Defibrillatorの略 

←
 

循環器病セン
ター 

 
 

○○
病院
 

 ＡＥＤで 
心臓突然死を防ぐ！ 

 

ＡＥＤで 
心臓突然死を防ぐ！ 

 
 
監修 : 鎌倉 史郎 先生 
（国立循環器病センター心臓血管内科医長） 

　　　　　　　　マンガ :テッド・高橋 
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で
も
、 

こ
れ
っ
て 

誰
で
も 

使
え
る
ん 

で
す
か
? 
 

２
０
０
４
年
７
月 

か
ら
、 

一
般
の
人
で
も 

使
え
る
よ
う
に 

な
り
ま 

し
た 

 

私
は 

メ
カ
に 

弱
い 

か
ら
な
あ 

…
！ 

 

絵
と
同
じ
場
所
に 

電
極
パ
ッ
ド
を
装
着 

し
た
ら
、 

音
声
ガ
イ
ド
に 

従
う
だ
け
で
す
よ 

電
極
パ
ッ
ド 

 

心
電
図
の 

解
析
中 

で
す 

 

除
細
動 

適
用
で
す 

 

放
電
し
ま
す 

患
者
か
ら
離
れ
て 

通
電
ボ
タ
ン
を 

押
し
て
く
だ
さ
い 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の 

作
動
中
は 

患
者
さ
ん
に 

け
っ
し
て 

触
れ
な
い 

よ
う
に
！ 

 

け
っ
こ
う 

簡
単 

な
ん
だ
!! 

 

だ
か
ら 

日
本
循
環
器 

学
会
で
は
人
が 

多
く
集
ま
る 

場
所
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を 

提
言
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
駅
や
空
港
、 

 

学
校
、デ
パ
ー
ト
、競
技
場
、 

飛
行
機
な
ど
に
で
す 

 

大
切
な
命
を 

救
え
る
か 

ど
う
か 

私
た
ち
に 

か
か
っ
て 

い
る
ん
で
す
ね
！ 

 

そ
う
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の 

普
及
と 

あ
な
た
の 

勇
気
あ
る 

行
動
に
ね
！ 

 

ＡＥＤで 
心臓突然死を防ぐ！ 
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